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Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
２
０
１
３
年
４
月
、
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
）

「
私
た
ち
の
協
同
組
織
は『
人
を

大
切
に
す
る
、
思
い
や
り
を
大
切

に
す
る
』と
い
う
相
互
扶
助
の
精

神
が
原
点
で
す
。
信
用
金
庫
は
、

『
儲
か
れ
ば
い
い
』と
い
う
金
融
機

関
と
は
対
極
に
あ
る
、
世
の
中
を

よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
協
同
組

織
の
金
融
機
関
な
の
で
す
」（
城
南

信
用
金
庫
の
吉
原
毅
理
事
長
）。

　

で
は
、
企
業
は
具
体
的
に
何
を

す
れ
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

活
動
エ
リ
ア
は
三
つ
あ
る
。
こ
の

数
年
で
投
資
の
世
界
で
よ
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」が

そ
れ
だ
。﹇
Ｅ
﹈は
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル（
環

境
）、﹇
Ｓ
﹈は
ソ
ー
シ
ャ
ル
、﹇
Ｇ
﹈は

ガ
バ
ナ
ン
ス（
企
業
統
治
）で
あ
る
。

　

右
ペ
ー
ジ
に
あ
る
図
表「
ソ
ー

「
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責
任
）

活
動
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
加
速
さ
せ
る

も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
維
持
し
、（
他
の
脅
威
か
ら
）

守
り
、
そ
し
て
高
め
る
こ
と
だ
」

　

２
０
１
３
年
11
月
に
来
日
し
た

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ

校
ハ
ー
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
教
授
は
都

内
の
講
演
で
こ
う
力
説
し
た
。

　

い
ま
、
企
業
の
ソ
ー
シ
ャ
ル（
社

会
的
）な
機
能
が
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
一
環
と
し
て
大
き
く
注
目
さ
れ
て

い
る
。

「
社
会
的
な
機
能
」
と
は
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
経
営
理
念
に
統
合
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
よ
う
な
利
他
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
だ
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
は
、「
ソ
ー
シ
ャ

ル
」は
決
し
て
目
新
し
い
も
の
で

は
な
い
。

　

松
下
電
器
産
業（
現
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
）の
創
業
者
で
あ
る
松
下

幸
之
助
氏
は
、
戦
後
間
も
な
く
か

ら「
企
業
の
社
会
的
責
任
」を
説
い

て
き
た
。「
企
業
は
社
会
の
公
器
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
社

会
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　

だ
が
、
日
本
で
も
高
度
経
済
成

長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
を
経
て
、
こ

の
よ
う
な
社
会
的
な
経
営
理
念
が

薄
れ
た
面
が
あ
っ
た
。
米
国
で
も
、

エ
ン
ロ
ン
事
件（
２
０
０
１
年
）や

ワ
ー
ル
ド
コ
ム
事
件（
２
０
０
２

年
）な
ど
、
金
融
資
本
主
義
の
矛
盾

が
引
き
起
こ
し
た
不
祥
事
が
多
発

し
た
。

　

そ
の
反
省
や
、
企
業
の
危
機
感

か
ら
、
こ
の
10
年
ほ
ど
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
概
念
が
世
界
中
に
急
速
に
広

が
っ
て
い
っ
た
。社
会
的
責
任
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
規
格
で
あ
る「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
」（
２
０
１
０
年
発
行
）

が
１
０
０
カ
国
近
い
国
・
地
域
や

産
業
界
の
代
表
に
よ
る
合
議
で
成

立
し
た
の
も
、
社
会
的
責
任
に
対

す
る
意
識
が
地
球
規
模
で
高
ま
っ

た
証
拠
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
、
や
は
り
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
が
大
き
な

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
多
く
の
企
業

が
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
支
援
を
し

た
。
企
業
に
対
し
て
、
市
民
・
消
費

者
も
以
前
に
増
し
て
大
き
な
期
待

や
評
価
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
多
く
の
企
業

経
営
者
が
改
め
て「
企
業
の
ソ
ー

信
頼
関
係
で
モ
ノ
が
売
れ
る

ソーシャル・
ブランディング
	 の時代

　

企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」を
提
唱
し
た
い
。
そ
の
原
動
力
は「
社
会
を
良
く

し
た
い
」と
い
う
利
他
的
な
本
能
で
あ
り
、
社
会
的
課
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
で
、顧
客
や
社
員
、ひ
い
て
は
社
会
か
ら
の
共
感
が
集
ま
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
企
業
の
コ
ア･

バ
リ
ュ
ー
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
ド
全
体
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。�

森
　
摂（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
）

FEATURE STORY  1

シ
ャ
ル
な
機
能
」を
重
視
し
始
め

た
。
企
業
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、

そ
し
て
企
業
価
値
を
高
め
て
い
く

た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
と
の
証

言
は
、
す
で
に
多
く
の
経
営
者
の

口
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
た
こ
の
時
代
に

人
は
何
を
基
準
に
商
品
を
選
ぶ
の

か
。
い
ま
は『
信
頼
関
係
』で
モ
ノ

が
売
れ
る
時
代
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
の

出
口
治
明
・
代
表
取
締
役
会
長
兼

［ソーシャル・ブランド構造］

Ｅ
Ｓ
も
Ｃ
Ｓ
も
高
め
る

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」の
３
つ
の
エ
リ
ア
で

❶どの企業のコア・バリューにも、創立以来のソーシャルな部分がある。
❷ソーシャルなコア・バリューを増やすことで、全体のバリューを高める。
❸ESGの３つの領域で、ミッションと解決すべき社会的課題を決める。
❹ソーシャル・ビジネスやCSVの形で事業展開し、社会からの評価を高める。

シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
構
造
」を
ご
覧

頂
き
た
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
コ

ア･

バ
リ
ュ
ー
の
う
ち
、
ど
の
企
業

も
が
持
っ
て
い
る
社
会
的
な
部
分

の
比
重
を
高
め
る
こ
と
で
コ
ア･

バ

リ
ュ
ー
を
拡
大
す
る
。

　

そ
の
三
つ
の
エ
リ
ア
で
あ
る

［
Ｅ
］［
Ｓ
］［
Ｇ
］
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、

企
業
が
社
会
的
な
課
題
を
解
決

す
る
よ
う
な
活
動
を
選
び
、
展
開

し
て
い
く
。
日
本
企
業
は
総
じ
て

［
Ｅ
］は
得
意
だ
が［
Ｓ
］に
は
慣
れ

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。［
Ｇ
］の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

毎
週
の
よ
う
に
不
祥
事
が
起
き
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
道
は
半

ば
で
あ
る
。

［
Ｇ
］は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど

「
守
り
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」が
強
調
さ
れ
が

ち
だ
が
、
攻
め
の
要
素
も
大
切
だ
。

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
、
従
業
員
満
足
度（
Ｅ
Ｓ
）を
高

め
る
こ
と
が
、
不
祥
事
の
防
止
に

つ
な
が
る
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

社
員
た
ち
が
コ
モ
ン
セ
ン
ス（
常

識
）を
発
揮
で
き
る
。一
人
ひ
と
り

が
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
」（
損

保
ジ
ャ
パ
ン
の
佐
藤
正
敏
会
長
＝

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
）。

「
企
業
が
悪
い
こ
と
を
し
な
い
た

め
に
は
、
良
い
こ
と
を
し
続
け
る

の
が
一
番
だ
」（
山
田
養
蜂
場
の
山

田
英
生
社
長
が
２
０
０
８
年
、
読

売
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
）

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
統
治（
ガ
バ

ナ
ン
ス
）に
お
い
て
も
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
有
効
だ
。

「
べ
か
ら
ず
」集
で
社
員
を
し
ば
る

の
で
は
な
く
、「
何
を
す
れ
ば
良
い

か
」「
何
を
し
て
は
い
け
な
い
か
」

ソーシャル・ビジネスやCSV（攻めのCSR） 攻めと守りのCSR

ソーシャルな
コア・バリュー

（CSR×ソーシャルグッド）

［E］
環境 ［S］ソーシャル

 ［G］
ガバナンス

地球温暖化、生物多様性、廃棄物削減、リサ
イクル、第一次産業の低迷、エネルギーほか

貧困、所得格差、人口急増（世界）、
人口減少（日本）、食糧、教育ほか

組織統治、人権、サプライチェーン、コン
プライアンス、従業員満足度（ES）ほか

企業ごとに策定 企業ごとに策定 社員の意識改革、CSR社内浸透

social branding

ミッション（企業ごとに策定）

解決すべき社会的課題（企業ごとに抽出）

企業のコア・バリュー

企業のコア・バリュー

ソーシャルな
コア・バリュー

（CSR×ソーシャルグッド）
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